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　豊島区地域支部の皆様、いつもお世話になり、ありがとうございます。昭和六〇年・法学部卒の島村高彦と申します。校友会では、平成十九年の春、三浦支部長より直接お声をいただいて以来、地域担当幹事として、また現在は「会員開発担当幹事」という役職をいただいております。新たな会員を開発する役割と自覚しておりますが、なかなか成果も上がらず、苦慮している現状でもあります。しかし二年前の総会案内の作成を島倉会計幹事とともに担当したとき、まだお会いしたことのない多くの会員の皆様に「来たれ若人、紫紺の館！」というタイトルでハガキを出させていただきました。その時の総会に、今の柳田副幹事長をはじめとする有能な方々が数人ではありますが、お集まりいただいたのです。それから、わが豊島区地域支部は大きく活性化してきたように思います。まったくもって駄作の案内状でありましたが、私としては万感の思いをこのタイトルに込めさせていただきました。
　さて、明治大学在学中は体同連柔道部に属し、適当な大学生活を送っておりました。それでも明治の校歌は好きで、よく柔道部の連中とも、酒を飲んでは、校歌を歌っていたのを昨日のことのように思い出します。その後、社会人となり、いろいろと大変な思いをするわけでありますが、そんなとき大学在学中のときよりも、校歌の歌詞の一節がよみがえってくることがあります。振り返りますと校歌を歌っていた私は「眉秀でたる若人」でもなかったし、特に「刻苦研鑽」もしておらず、「他念」大ありの人生であったことを思えば、今の苦労も納得できるわけです。しかし、納得して終わるのでなく誰しも前に向かって進まねばなりません。今一度、「高き理想の道を行」き、「他念」なく「刻苦研鑽」し、そして最後は、豊島支部の皆様とともに「時代の夢を破るべく、正義の鐘を打ちて鳴ら」す。それが今の目標です。
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　現在、豊島区の二期目の区議会議員として、数多くの行政課題の改善に力を尽くしているところですが、二十三区の中でも特に貧しい財政状況の中で、政策提案を行うのは思うほど簡単なことではなく、日々格闘の連続であります。加えて、全国的にも、これまでの行政システムでは、サービスを維持しきれなくなっている時代に突入しており、ご承知のように児童の虐待や高齢者の孤独死の問題は報道されない日はないぐらいです。そんな中、明年は、私にとって三期目の改選となります。今こそ明治魂を遺憾なく発揮するときだと感ずるものです。今の課題の解決を目指すとともに将来の区民生活をよりよきものにするために全力を尽くしてまいります。豊島支部の皆様、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。
豊島区議会議員・豊島消防団第二分団部長　

　　　島 村  高 彦
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十月二十三日土曜日、立教大学・豊島立教会と明治大学校友会・豊島支部両校のＯＢ会交流会が開催されました。
　初の試みである今回の交流会は、二部形式で行われ、先ず第一部は、神宮球場で開催中の東京六大学野球秋季リーグ戦、明治対立教の試合を両校各々の応援席にて応援しました。試合内容は、一点を争う白熱した好ゲームの末、５対４で明治大学の辛勝でしたが、試合途中に各校の応援席訪問という快挙（？）があったとか。
試合後の第二部は、会場を立教大学の歴史ある第一食堂に移し、両校のＯＢがお互いの親交を深める「交流会」を開催しました。
第二部の交流会は文字通りの両校ノーサイドとなり、立教第一食堂のもりだくさんの

料理に舌鼓を打ちながら、応援団ＯＢに

よる「かくし芸」を楽しんだり、野球談義に花を咲かせて大いに盛り上がり一層懇親を深める場となりました。
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豊島立教会の齊木勝好会長、明治大学校友会豊島支部の三浦昭生支部長は共に「今回は、立教と明治のＯＢが交友を温める大変好機となった、今後はこの交流会を定例行事として継続し、より多くの校友に参加を呼びかけた
い」と、今後の抱負を明るく語って頂けました。

今回の交流会は両校合わせて二十五名が参加し、最後は両校参加者が入り混じり肩を組み合って、応援歌・校歌を全員で声高らかに斉唱し、盛況の内におひらきとなり、次回のイベントに心を馳せ　池袋の街に三々五々消えて行きました。

　　　　　〔　校友会　副幹事長　三森　〕
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